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ALOS/PALSARの FBDポラリメトリデータを用いた火山活動情報の抽出：2007年
フルネーズ火山での適用例

The application of ALOS/PALSAR polarimetry data for the extraction of volcanic activ-
ity records: Case study on Fournaise volcano
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ALOS/PALSARによる火山変動の監視および表層情報のマッピングの応用として、筆者らは、フランス海外県のレユ
ニオン島にあるフルネーズ火山を対象に、2006年６月～2007年９月の PALSARデータを用いて研究を行った。フルネー
ズ火山は世界でも有数の活動度を示す火山であり、本解析期間中にも、2007年４月に山頂の Dolomieu crater東縁部の崩
落及び、山麓からの溶岩流の流出に特徴づけられる活動により、一時避難勧告等が出されるなど、その動静は周辺住民
の生活に密接に関わっている。一方で定常的な監視は、一般道周辺と山頂付近のみに限られており、山腹の大部分は地
形・植生等の制限から現地踏査が困難であり、航空機による上空からの観測以外にはほとんど行われていない。このた
め、山体全体についての現在及び過去の活動の基礎的な情報の収集は、現地防災情報として非常に重要である。本研究
では、ALOS/PALSARの１）HHデータによる干渉 SARによる、2007年 4月の大規模な火山活動を挟む、噴火前後にお
ける約１年間の地殻変動の把握、２）多偏波モードの FBDデータによる、HHと HV間の SAR干渉、強度、コヒーレン
ス画像の比較から、山体表面および表層下の現在および過去の溶岩流の分布の抽出等を行った。本発表では、これらの
結果を基に、ALOS/PALSARデータによる、地上での観測・現地踏査等が困難な火山地域での、防災に必要とされる基
礎的な情報の抽出の可能性についての報告を行う。


